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N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の

桜
」の
放
映
が
1
月
6
日
よ
り
始

ま
り
ま
し
た
。第
一
話
で
は
、砲
術

指
南
の
家
に
生
ま
れ
た
主
人
公
・

山
本
八
重
の
鉄
砲
に
対
す
る
想
い

や
鶴
ヶ
城
の
籠
城
戦
が
迫
力
あ
る

映
像
で
描
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の「
八
重
の
桜
」の
世
界
観

を
存
分
に
楽
し
め
る「
ハ
ン
サ
ム

ウ
ー
マ
ン 

八
重
と
会
津
博 

大

河
ド
ラ
マ
館
」が
会
津
若
松
市
に

オ
ー
プ
ン
。1
月
12
日
の
オ
ー
プ

ン
か
ら
わ
ず
か
9
日
間
で
、1
万

人
の
来
場
者
が
訪
れ
る
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
マ
館
に
入
る
と
桜
の
回
廊

が
お
出
迎
え
。雪
深
い
会
津
か
ら
桜

舞
う
ド
ラ
マ
の
世
界
に
誘
い
ま
す
。

館
内
に
は
ド
ラ
マ
の
キ
ャ
ス
ト
、ス

タ
ッ
フ
、登
場
人
物
の
人
間
関
係
な

ど
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
使
用
さ
れ
た
衣
装
、美
術
、

小
道
具
も
数
多
く
並
ん
で
い
ま
す
。

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
豊
富
で
、ス

ペ
ン
サ
ー
銃
を
使
っ
た
疑
似
射
撃

体
験
や
、銃
弾
飛
び
交
う
籠
城
戦
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の
世
界
を
体
験

で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、会
津
地
方
で
行
わ

れ
た
ロ
ケ
の
上
映
や
、起
上
り
小

法
師
の
絵
付
け
が
で
き
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
、八
重
関
連

の
商
品
や
会
津
の
土
産
物
が
並

ぶ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
見

所
満
載
で
す
。

　
大
河
ド
ラ
マ
館
周
辺
に
は
ド
ラ

マ
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
鶴
ヶ
城
や

日
新
館
、御
薬
園
な
ど
当
時
の
会

津
を
感
じ
る
事
が
出
来
る
施
設
も

あ
り
ま
す
。

「
八
重
の

桜
」で
会
津

に
興
味
が

湧
い
た
ら
、

大
河
ド
ラ

マ
館
と
会

津
を
観
光

し
て
み
て

は
い
か
が

で
し
ょ
う

か
？

ハンサムウーマン 八重と会津博 大河ドラマ館

アクセス：JR会津若松駅より車で10分。バス停鶴ヶ城三の丸口下車で徒歩3分

大
河
ド
ラ
マ
館

オ
ー
プ
ン
！

開 催 期 間：2013年1月12日（土）～2014年1月14日（火）
住 所：福島県会津若松市城東町2番3号
定 休 日：無休
入 館 料：大人 500円、小・中学生 200円
お問い合わせ：TEL 0242-23-8228
HP http://yae-sakura.jp/dramakan

プレゼント
大河ドラマ館入場券を10名の方へ（詳しくは８ページに）
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母ぼ
ば
た畑
温
泉
は
、石
川
町
の
北
部
母
畑
湖
か

ら
流
れ
る
北
須
川
沿
い
に
点
在
す
る
温
泉

で
、ラ
ジ
ウ
ム
含
有
量
は
東
北
一
を
誇
り
、昔

か
ら
湯
治
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
開
湯
は
平
安
時
代
、八
幡
太
郎
義
家（
源
義

家
）が
奥
州
征
伐
で
訪
れ
た
際
、傷
を
負
っ
た

馬
を
谷
川
の
清
水
で
洗
っ
た
と
こ
ろ
治
っ
た

た
め
、母
衣（
ほ
ろ
）と
旗
を
立
て
て
お
祀
り
し

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。こ
の「
母
衣
旗
」が

「
母
畑
」の
語
源
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
”母
畑
の
三
日
湯
“と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

二
、三
日
温
泉
に
入
る
と
体
調
が
よ
く
な
る

と
か
。

　「
こ
の
地
域
は
地
盤
が
固
く
、地
震
に
よ
る

建
物
の
被
害
は
な
か
っ
た
が
、風
評
で
お
客
さ

ん
は
少
な
い
」と
話
す
の
は
母
畑
温
泉
組
合
長

の
関
根
さ
ん
。「
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

て
い
る
よ
う
に
線
量
は
比
較
的
低
い
の
で
、安

心
し
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
」と
の
こ
と
。

が
ん
ば
る
ふ
く
し
ま
！

◆JR磐城石川駅から福島交通バス小野新町駅行きで15分、
バス停：母畑元湯前などで下車
◆あぶくま高原道路石川母畑 ICから県道42号・40号経由5km

母
畑
温
泉

母
畑
温
泉

ぼ

　
　
　ば
た

ぼ

　
　
　ば
た

野木沢駅野木沢駅野木沢駅

川辺沖駅川辺沖駅川辺沖駅矢吹
中央IC

石川・
田畑IC

平田西IC

福島
空港IC

●福島空港

磐城石川駅磐城石川駅磐城石川駅

玉川IC玉川IC玉川IC矢吹IC矢吹IC
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猫啼温泉
片倉温泉

母畑温泉

至
小
野
町

泉崎駅泉崎駅泉崎駅

矢吹駅矢吹駅矢吹駅

あぶ
くま高原

道路

あぶ
くま高原

道路

水
郡
線

母畑湖

塩ノ沢温泉

泉郷駅泉郷駅泉郷駅

東
北
自
動
車
道

至郡山

至
白
河

石
川
さ
く
ら
め
ぐ
り

母
畑
温
泉
も
含
め
、
町
内
の
大
小
四
つ
の
温
泉

を
総
称
し
て
母
畑
・
石
川
温
泉
郷
と
言
い
ま
す
。

・
猫ね
こ
な
き
お
ん
せ
ん

啼
温
泉

今
出
川
の
ほ
と
り
に
あ
り
和
泉
式
部
生

　
誕
伝
説
に
ち
な
ん
だ
温
泉
。
式
部
が
京

　
に
上
る
と
き
置
い
て
行
っ
た
愛
猫
が
、

　
毎
日
啼
い
て
暮
ら
し
た
と
か
。

・
片か
た
く
ら
お
ん
せ
ん

倉
温
泉

　
　
薬
王
山
の
麓
に
あ
る

　
　
旧
片
倉
財
閥
の
別
荘

　
　
を
受
け
継
い
だ
温
泉
。

・
塩し
お
の
さ
わ
お
ん
せ
ん

ノ
沢
温
泉

　
町
の
最
南
端
、
小
高
い
山
に
囲
ま
れ
た 

　
　
自
然
豊
か
な
温
泉
。

　
自
然
に
囲
ま
れ
た
温
泉
で
心
と
身
体
を

　
　
癒
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
の
中
央
を
流
れ
る
北
須
川
と
今
出
川

沿
い
に
、数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
続

く
桜
並
木
が
一
斉
に
花
開
き
ま
す
。そ
の
数

２
０
０
０
本
以
上
。夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
川
面
に
写
る
夜
桜
も
幻
想
的
。

　
ま
た
、樹
齢
５
０
０
年
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜

「
高
田
桜
」は
県
指
定
の
天
然
記
念
物
。三
春
の

滝
桜
と
と
も
に
県
を
代
表
す
る
銘
木
で
す
。

　
四
月
二
十
日
、二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
る

桜
ま
つ
り
に
は
、ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

猫啼温泉

母
畑
・
石
川
温
泉
郷

　
阿
武
隈
山
地
の
南
部
に
位
置
し
変
成
岩
と

花
崗
岩
の
異
な
る
二
つ
の
岩
石
が
地
下
で
接

す
る
石
川
は
、日
本
三
大
鉱
物
産
地
の
ひ
と

つ
に
数
え
ら
れ
、百
五
十
種
類
以
上
の
鉱
物

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。詳
し
く
は
町
の
歴
史

民
俗
資
料
館
へ
。

母
畑
湖
の
湖
岸
に
あ
る
母

畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

や
町
の
中
央
に
あ
る
ク
リ
ス

タ
ル
パ
ー
ク
石
川
で
家
族
や

友
達
と
い
っ
し
ょ
に
、
の
ど

か
な
自
然
の
中
で
休
日
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
。

石川町・石川町観光物産協会
TEL 0247-26-9113
HP  http://www.town.ishikawa. 

fukushima.jp

問い合わせ

石
川
の
鉱
物

レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
自
然
を
満
喫
！

石川郡（石川町、玉川村、平田村、古殿町、浅
川町）内で肥育されている黒毛和牛で地産
地消にこだわった美味しいお肉です。

極上の逸品 「いしかわ牛」

母畑レークサイドセンター内
「母衣旗」の焼肉定食1,000円

今出川

石川町
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松
川
浦
は
、
福
島
県
の
北
東
部
相
馬
市

に
あ
る
潟
湖
で
、
大
小
い
く
つ
か
の
島
か

ら
な
る
景
勝
地
で
小
松
島
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
百
景
の
ひ
と
つ
で
県
立
自

然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
潮
干
狩
り
や
原
釜

の
海
水
浴
場
、釣
り
、海
産
物
直
売
所
な
ど
１

年
を
通
し
て
楽
し
め
る
県
内
屈
指
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
し
た
。

る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
“復
興
チ
ャ
レ

ン
ジ
丼„
。県
外
の
安
全
が
確
認
さ
れ
た
魚

介
類
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
豪
華
な
メ

ニ
ュ
ー
が
ズ
ラ
リ
。

　
現
在
は
第
３
弾
と
し
て
３
月
31
日
ま
で
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す（
左
記
チ
ラ
シ
参
照
）。

４
月
中
旬
か
ら
は
第
４
弾
と
し
て
旬
な
食
材

を
利
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
中
と
の
こ
と
。

　
松
川
浦
の
復
興
を
食
べ
て
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
ば
る
ふ
く
し
ま
！

相
馬
松
川
浦

相
馬
松
川
浦

　
松
川
浦
の
早
期
復
旧
・
復
興
を
目
指
す
た

め
に
結
成
さ
れ
た
相
馬
市
松
川
浦
観
光
振

興
グ
ル
ー
プ
が
、松
川
浦
の
元
気
を
発
信
す

相
馬
市
松
川
浦
観
光
復
興
グ
ル
ー
プ
事
務

局
長
の
斎
藤
さ
ん
は
、「
早
急
な
復
興
も
大

事
だ
が
、
松
川
浦
の
水
質
改
善
も
含
め
、
５

年
10
年
後
の
先
を
見
据
え
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
視
察
研
修
も
引
き
受
け
て
お
り
、

震
災
当
時
の
様
子
を
映
像
を
交
え
て
聞
く
こ

と
が
で
き
ま

す
。松

川
浦
周

辺
は
相
馬
漁

港
を
は
じ
め

少
し
ず
つ
復

興
へ
進
ん
で

い
ま
す
。

相馬IC

南相馬IC

鹿島駅鹿島駅鹿島駅

日立木駅日立木駅日立木駅

相馬駅相馬駅相馬駅

駒ヶ嶺駅駒ヶ嶺駅駒ヶ嶺駅

常
磐
線

至
福
島

至新地

相馬松川浦

常
磐
自
動
車
道

●

●和田観光
苺園
和田観光
苺園

復
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
丼

相馬市松川浦観光振興グループ
TEL 0244-38-8115
HP  http://matsukawaura.com

問い合わせ

　
と
こ
ろ
が
東
日
本
大
震
災
の
地
震
と
津
波

に
よ
り
、松
川
浦
は
壊
滅
的
な
状
態
と
な
り

多
く
の
犠
牲
者
を
だ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
原
発
事
故
に
よ
り
放
射
性
物
質
を

含
ん
だ
魚
介
類
が
検
出
さ
れ
出
荷
が
停
止
と

な
り
、主
産
業
で
あ
る
漁
業
は
試
験
操
業
と

い
う
形
で
一
部
だ
け
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
な
水

揚
げ
で
は
あ

り
ま
す
が
、

し
っ
か
り
し

た
検
査
を
実

施
し
、放
射
性

物
質
未
検
出

の
も
の
だ
け

を
出
荷
し
て

い
ま
す
。

　
倒
壊
し
た
旅

館
や
土
産
屋
な

ど
は
、復
旧
作

業
が
進
め
ら
れ
、

ほ
と
ん
ど
が
再

開
し
て
い
ま
す
。

（震災直後） 松川浦沿岸に立つ旅館（現在）

将
来
を
見
据
え
た
復
興
を

震災前の松川浦（現在は海苔の養殖も試験操業中）

新鮮ないちごが
毎日食べ放題！
お土産用の直売もして
います。

問い合わせ／和田観光苺組合　
TEL0244-36-5535
HP／http://blog.　　    　　
　　 wadakanko-ichigo.jp/

いちご狩り５月31日
まで
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復
興
へ
向
け
た
取
り
組
み

「
戻
れ
る
人
か
ら
戻
ろ
う
」
遠
藤
雄
幸
村

長
の
帰
村
宣
言
か
ら
１
年
。

役
場
機
能
を
村
に
戻
し
村
内
の
除
染
に
取

り
組
ん
で
き
た
川
内
村
。
住
宅
除
染
は
間
も

な
く
全
戸
完
了
の
見
込
み
で
、
除
染
後
の
平

均
の
空
間
線
量
は
０
．23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
／
時
間
と
低
減
さ
れ
て
き
て
い
る
。
村

内
居
住
者
と
週
４
日
以
上
滞
在
者
は
計
１
，

２
０
０
人
と
４
割
ま
で
回
復
し
て
き
た
。

居
住
環
境
も
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
雇
用
の
場
の
確
保
と
し
て
企
業
誘
致

を
行
っ
た
結
果
、
菊
池
製
作
所
、
四
季
工

房
、
コ
ド
モ
エ
ナ
ジ
ー
な
ど
次
々
と
企
業
が

進
出
、
11
月
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
、
12

月
に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
今
後
も
商
業
施
設
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
植
物
工
場
な
ど
イ
ン
フ
ラ
構
想

が
着
々
と
進
行
し
て
い
る
。

「
川
内
村
の
風
評
被
害
払
拭
の
た
め
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
」
川
内
村
商
工
会
井
出

茂
会
長
は
話
す
。

「
イ
ン
フ
ラ
が
徐
々
に
整
っ
て
き
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
※
）
の
整
備
で
、

非
常
に
住
み
や
す
い
村
と
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
、
村
に
は
人
が
足
り
な
い
。
川
内
村

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
。
他
県
か
ら

の
移
住
者
を
含
め
て
多
く
の
人
に
訴
え
て
い

き
た
い
」

井
出
会
長
は
経
営
す
る
旅
館
小
松
屋
を
原

子
力
発
電
所
に
向
か
う
作
業
員
か
ら
の
要
請

で
、
事
故
後
す
ぐ
に
旅
館
を
再
開
し
た
。
１

人
で
の
再
開
。
多
く
の
作
業
員
の
要
望
に
応

え
て
隣
接
す
る
店
舗
で
蕎
麦
も
提
供
、
最
前

線
か
ら
村
の
変
化
を
見
て
き
た
。「
今
、
村

で
は
除
染
作
業
・
食
品
検
査
に
人
が
取
ら
れ

て
し
ま
っ
て
、
実
働
で
き
る
人
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
。
例
え

ば
地
元
川
内
村
の
野
菜
を
使
っ
た
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
村
の
可
能

性
は
人
が
来
て
成
り
立
つ
。」

川
内
村
の
復
興
が
双
葉
郡
・
浜
通
り
全
体

の
復
興
の
１
つ
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

川内村

川
内
村

帰
村
宣
言
か
ら
１
年
、

　
　
　
　
川
内
村
の
今

福島県双葉郡川内村上川内町分211
TEL 0240－38－2033
HP http：//www.kawauchi-tenzan.com/
営業時間／11：30～14：30 ※夜間営業は要予約
定 休 日／毎週水曜日
旅館小松屋が併設されており、宿泊も可能

問い合わせ

※ICT（Information and Communication Technology ）は、「情報通信技術」と訳される。川内村は、ICTによる広域商業ネットワーク整備のモデル地区となっている。

川内村の観光ス
ポット

自然に包まれた川内村

①天山文庫
草野心平の愛した自然豊かな地に建てられた図書
館。おすすめは酒樽の中で好きな本とゆっくりし
た時間を過ごすこと

お
す
す
め
の 

天
せ
い
ろ

　
　
　
１
，３
０
０
円

親
子
２
代
で
蕎
麦

に
こ
だ
わ
る

③平伏沼
天然記念物モリアオガエル
が生息することでも有名

④あれ・これ市場
農産物直売所、川内村の自然が育んだ新
鮮野菜を販売

②いわなの郷
高原の避暑地で、民家風の
コテージに宿泊もできる

蕎
麦
酒
房 

天
山

会員特典
旅館小松屋へ宿泊の方に「グラスワイン」１
人１杯サービス。（未成年の方は「ソフトドリ
ンク」となります。）予約時に「ファンクラブ
会員」と申し出てください。

ふくしまファンクラブ
会員へ
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まもなく東日本大震災から 2 年が経ち、3 度目の桜の
季節を迎えます。美しく咲く福島の桜は震災で大きく
傷ついた人々に勇気を与えてくれました。福島の美し
い桜や豊かな自然を題材にした作品を通じて、復興に
向けて歩む福島への興味や関心を深めていただく機会
となることを目的としています。

の

会

※入場無料

テーマ

応募締切

「春を彩る福島の桜」
福島県内の桜のある風景をとらえたもの。
平成25年5月24日（金）必着
詳細はNHK福島放送局ホームページをご覧下さい。

第1回の入賞・入選作品が東京で展示されています。

第2回

作品募集中

まもなく東日
季節を迎え
傷ついた人
い桜や豊か
向けて歩む福
となることを

テ マ 「春を彩る福島の桜」

第第22回

作品募集中

5  │ FUKUSHIMA FAN CLUB

復
興
へ
向
け
た
取
り
組
み

世
界
一
長
い
焼
き
鳥
の
元
祖
川
俣
町
。

地
元
の
特
産
品
「
川
俣
シ
ャ
モ
」
で
復
興

す
る
姿
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

シ
ャ
モ
（
軍
鶏
）
は
タ
イ
生
ま
れ
の
ニ

ワ
ト
リ
の
一
種
で
、
闘
鶏
や
観
賞
用
と
し

て
町
で
も
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
町
お
こ

し
の
一
つ
と
し
て
研
究
開
発
さ
れ
、
食
肉

用
と
し
て
改
良
さ
れ
た
も
の
が
「
川
俣
シ
ャ

モ
」
で
す
。
会
津
地
鶏
と
な
ら
び
福
島
県

の
地
鶏
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

川
俣
シ
ャ
モ
は
、
町
内
の
鶏
舎
で
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
飼
料
を
与
え
丁
寧
に
飼
育

さ
れ
て
い
ま
す
。
検
査
体
制
も
厳
重
で
、

放
射
性
物
質
不
検
出
の
も
の
だ
け
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。

川
俣
シ
ャ
モ
は
、
適
度
な
歯
ご
た
え
と

コ
ク
、
あ
っ
さ
り
し
た

中
に
も
鶏
肉
本
来
の

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
甘
み
が

魅
力
。
し
か
も
高
た
ん

ぱ
く
で
低
脂
肪
。
美
味

し
さ
抜
群
！

12
月
24
日
に
行
わ
れ
た
ふ
く
し
ま
大
交

流
フ
ェ
ア
に
は
、
地
元
の
「
え
ん
屋
」
が

出
展
し
、
復
興
丼
ぶ
り
と
し
て
売
り
出
し

中
の
「
焼
き
シ
ャ
モ
ス
ー
プ
丼
」
を
披
露

し
ま
し
た
。

都
内
で
川
俣
シ
ャ
モ
を
取
り
扱
っ
て
い

る
お
店
は
、
福
島
県
八
重
洲
観
光
交
流
館

（
東
京
駅
八
重
洲
南
口
）、
ふ
く
し
ま
市
場

（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
葛
西
店
）、
シ
ェ
ル

ガ
ー
デ
ン
池
袋
店
（
西
武
百
貨
店
池
袋
店
）、

む
ら
か
ら
ま
ち
か
ら
館
（
東
京
交
通
会
館

一
階
）
な
ど
で
販
売
し
て
い

る
ほ
か
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
タ
ウ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
も
川
俣
シ
ャ
モ
が
食
べ
ら

れ
る
と
の
こ
と
。
県
内
で
は

道
の
駅
川
俣
（
国
道
１
１
４

号
沿
い
）
が
お
す
す
め
。
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

 

【
問
い
合
わ
せ
】

㈱
川
俣
町
農
業
振
興
公
社

電
話
0
2
4

5
6
6

5
8
6
0

　http://www.kawamata-shamo.com/

 
「
川
俣
シ
ャ
モ
」

㈱
川
俣
町
農
業
振
興
公
社

日時／平成25年
　　　4月27日・28日
場所／福島市「四季の里」
内容／シャモ料理の屋台村や丸

焼きの体験、ステージア
トラクションなど

プレゼント
㈱川俣町農業振興公社から、シャモカレー
３種類を１セットにして３名様へ。
（詳しくは８ページに）



◆
八
重
と
裏
千
家

　
八
重
は
明
治
27
（
１
８
９
４
）
年
５

月
８
日
に
裏
千
家
に
入
門
し
て
い
る
。

日
清
戦
争
の
開
戦
直
前
と
い
う
世
情
で

あ
り
、
先
の
号
で
触
れ
た
「
篤
志
看
護

婦
」
と
し
て
の
活
動
と
時
期
が
重
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
重
が
茶
道
に
何

を
求
め
た
か
を
想
像
す
る
と
非
常
に
興

味
深
い
。

　
茶
道
で
の
許
状
（
資
格
証
）
は
、

「
小こ
な
ら
い
ご
と
じ
ゅ
う
ろ
く
か
じ
ょ
う

習
事
十
六
ヶ
条
」
か
ら
始
ま
り

「
真し
ん
の
ぎ
ょ
う
だ
い
す

之
行
台
子
」
ま
で
師
事
し
た

円え
ん
の
う
さ
い
て
つ
ち
ゅ
う

能
斎
鉄
中
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年

に
「
新に
い
じ
ま
そ
う
ち
く

島
宗
竹
」
の
名
前
で
「
今こ
ん
に
ち
あ
ん

日
庵

名め
い
よ
ひ
き
つ
ぎ
か
た

誉
引
次
方
」
の
許
状
を
得
て
い
る
。

「
宗
竹
」
は
八
重
の
茶ち
ゃ
め
い名
で
あ
り
、
歴

代
家
元
の
「
宗
」
の
一
字
を
頂
く
こ
と

は
、
修
道
を
通
じ
て
資
質
を
備
え
ら
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
八
重
は
自
宅
（
現
在
の
新
島
旧
邸
）

の
一
室
に
「
寂
中
庵
」
と
名
付
け
た
茶

室
を
設
け
、
月
に
３
回
の
お
茶
会
を
開

催
し
て
い
た
。
現
在
で
も
円
能
斎
鉄
中

の
揮
毫
が
扁
額
と
し
て
残
さ
れ
、
当
時

を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
（
新
島
旧
邸

の
見
学
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
要

「
新
島
旧
邸
見
学
予
約
申
込
」
で
検
索
）

平
成
25
年
大
河
ド
ラ
マ

会
津
藩
出
身
の
女
丈
夫
「
新
島 

八
重
」

大
河
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
る
八
重
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
本
連
載
。

最
終
回
は
、
八
重
が
愛
し
た
茶ち
ゃ
ど
う道
と
の
関
わ
り
や
晩
年
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

【
集
中
連
載
・
第
７
回
／
最
終
回
】

2新島八重略年表2

新島宗竹（同志社大学提供）

の
桜

八
重

徹
底解

剖
西暦 和暦 年齢 出来事

1845 弘化 2 0歳
会津藩砲術指南・山本権八
（父）／佐久（母）の三女と
して生まれる。

1865 慶応元 20歳 川崎尚之助と結婚。

1868
慶応 4
明治元

22歳

戊辰戦争が始まる。鶴ヶ城に籠
城し、1ヶ月間戦い抜く。会津
藩は斗南藩に移封される。この
ころ川崎尚之助と離縁か。

1871 明治 4 26歳 兄覚馬を頼り京都へ。

1876 明治 9 30歳 同志社の創立者となる新島襄
と結婚。
夫・新島襄死去。

1890 明治 23 44歳 日本赤十字社の正社員となる。
（後に日清・日露戦争時に活躍）

1928 昭和 3 83歳 篤志看護婦としての功績によ
り銀杯を下賜される。

1932 昭和 7 86歳 永眠。

同志社大学より「マンガで読む新島襄」「続マンガで読む新島襄」２冊セッ
トに「オリジナルマグネットクリップ」「Ben-kシール」をセットして６名
の方へプレゼント！（詳しくは８ページに）

プレゼント
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同志社探訪
その3

　
そ
の
後
も
、
昭
和
３
（
１
９
２
８
）

年
に
は
昭
和
天
皇
の
御
大
典
時
に
「
利り

休き
ゅ
う
け
い
も
の
よ
う
ろ
う
ず
き
ん

形
模
之
養
老
頭
巾
」
と
号
を
授
与
さ

れ
る
な
ど
、
茶
道
に
精
進
し
、
死
の
前

日
に
も
茶
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
生
涯

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
。

　
現
在
、
同
志
社
香
里
高
等
学
校
（
大

阪
府
）
で
は
、
男
女
共
学
化
を
機
に
茶

室
「
八
重
庵
」
を
新
設
し
、
茶
道
を
広

く
女
性
に
普
及
さ
せ
た
八
重
の
志
を
受

け
継
い
で
い
る
。

　
八
重
は
、
故
郷
会
津
を
い
つ
ま
で
も

変
わ
ら
ず
に
思
っ
て
い
た
。
昭
和
３

（
１
９
２
８
）
年
、
旧
会
津
藩
主
松
平
容

保
の
孫
娘
（
勢
津
子
妃
）
が
秩
父
宮
に
嫁

ぐ
と
い
う
慶
事
に
触
れ
詠
ん
だ
「
い
く
と

せ
か
み
ね
に
か
ゝ
れ
る
む
ら
雲
の
　
は
れ

て
嬉
し
き
ひ
か
り
を
そ
見
る
」
に
そ
の
晴

れ
や
か
な
心
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

時
は
、
「
明
日
の
夜
は
何
国
の
誰
が
な
が

む
ら
ん
　
な
れ
し
み
そ
ら
に
残
る
月
か

げ
」
と
涙
に
暮
れ
た
激
戦
の
鶴
ヶ
城
籠
城

戦
か
ら
60
年
目
、
２
度
目
の
「
戊
辰
」
で

あ
っ
た
。

　
八
重
は
こ
の
年
、
昭
和
天
皇
の
即
位
大

礼
時
に
銀
杯
を
下
賜
さ
れ
る
。
夫
新
島

襄
、
兄
山
本
覚
馬
も
死
後
20
年
以
上
経
っ

た
こ
の
時
、
贈
位
を
受
け
、
八
重
が
ひ
た

む
き
に
生
き
続
け
た
こ
れ
ま
で
の
歩
み
が

見
事
に
報
わ
れ
る
年
と
な
っ
た
。

　
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
６
月
14
日
、

八
重
は
眠
る
よ
う
に
息
を
引
き
取
っ
た
。

社
葬
に
は
２
千
人
が
参
列
し
同
志
社
の
母

を
見
送
っ
た
。
八
重
の
な
き
が
ら
は
夫

襄
、
兄
山
本
覚
馬
ら
と
と
も
に
同
志
社
墓

地
に
眠
り
、
今
も
福
島
と
京
都
を
つ
な
ぐ

強
い
絆
と
な
っ
て
い
る
。

◆
八
重
の
生
き
た
昭
和

同志社香里高等学校の「八重庵」
床の間には八重の詠んだ和歌「明日の夜は何国の誰がな
がむらん　なれしみそらに残る月かげ」の掛軸がかけられて
いる。一般公開はしていない

八重と襄の墓、仲睦まじく並び立つ

参考文献：時代を駆ける新島八重　歴史春秋社

【住所】京都府京都市左京区鹿ケ谷若王子山町
【アクセス】若王子神社から山道を徒歩25分
公共交通機関をご利用ください。若王子山頂の同志社墓地までは、若王子神社から未舗装の山道を徒歩
約25分の道程です。なお、道中は滑りやすい箇所や急な斜面もあり、野生の動物（猪・蛇など）も出没する
恐れがありますので十分ご注意ください。また道中および山頂にはトイレはありません。

同志社墓地は若王子山頂にあり、1890 年に創
立者新島襄が葬られて以来、新島八重や山本覚
馬、徳富猪一郎など同志社にゆかりのある関係
者や宣教師たちが眠る場所である。

「寂中庵」

扁額

同志社墓地

同
志
社
墓
地

（
新
島
襄
・
八
重
の
墓
）

道
し
る
べ
●

●
バ
ス
停

若
王
子
神
社
●

東
大
路
堂京

阪
電
鉄

鴨
川

神宮
丸太町駅

●
永観堂

去る 12 月 24 日に行われた「げんき咲かそう！ふくしま大交流フェア」
に主演の綾瀬はるかさん（新島八重役）、西島秀俊さん（山本覚馬役）、
長谷川博己さん（川崎尚之助役）、玉山鉄二さん（山川大蔵役）、綾野剛
さん（松平容保役）が登場し、佐藤雄平福島県知事とともに大河ドラマ
撮影時のエピソードを交えながらトークが繰り広げられました。イベン
ト途中には、NHK「スタジオパークからこんにちは」と生中継をつなぎ、
全国にフェアの様子を伝えました。中継先のスタジオには西田敏行さん
（西郷頼母役）が出演し、綾瀬さんと会津弁でのやりとりも。新種の桜
への命名式（写真）で、綾瀬さんが桜に「はるか」と名付けました。

「げんき咲かそう！ふくしま大交流フェア」に大河ドラマ「八重の桜」のキャストが登場！

2013年３月26日より６月30日まで京都市の同志社大学今出川キャンパス内「Neesima Room」にて企画展が開催されます。「会津と八重－八重を育てた故郷－」と題
して、会津と八重の関わりに焦点を当てた貴重な品々が展示されます。（入場無料）　詳しくは、 Neesima Room 企画展 で 検索

7  │ FUKUSHIMA FAN CLUB
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ふくしまの

うまいもん・
すてきなもん
プレゼント

ふくしまの

うまいもん・
すてきなもん
プレゼント

編集・発行　ふくしまファンクラブ事務局　〒960-8670　福島県福島市杉妻町 2-16　福島県観光交流課　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話 024-521-7287　ＦＡＸ024-521-7888　ＨＰ　http://www.pref.fukushima.jp/fui/

　東京電力の原発事故による環境放射能測定値については、福島県のホームページ（http://www.pref.fukushima.jp/）「原子力災害情報」
で確認することができます。

福島を訪れる方へ

※当選者の発表は賞品の発送に代えさせていただきます。お預かりした個人情報は、賞品の発送などファンクラブに関す
る事務以外に使用することはありません。福島県個人情報保護条例に基づき、個人情報の目的外利用はいたしません。

ご応募いただいた方の中から抽選でプレゼント！
①大河ドラマ館入場券を10名の方へ（1ページ）
②㈱川俣町農業振興公社よりシャモ肉入りのオリジナルカレーレトルトセット
　３個詰め合わせを３名の方へ（5ページ）
③同志社大学より「マンガで読む新島 襄」「オリジナルマグネットクリップ」などの　
　セットを6名の方へ（６ページ）

応 募 方 法 はがきに郵便番号、住所、氏名、電話番号、会員番号、ご希望のプレゼント、
今回の会報の感想などを明記し下記のあて先へご応募下さい。

応 募 締 切 ３月28日（木）必着
あ て 先 〒960-8670（住所記載不要）福島県庁観光交流課

ふくしまファンクラブ「プレゼント」係

新島八重、第二のふるさとである京都で、ふくしまの元気を発信するイベントを開催します！
魅力あふれるふくしまの味と技を、肌で感じてください。たくさんのご来場をお待ちしております。

＜ 日 程 ＞ 3月16日（土）・17日（日）
＜ 場 所 ＞ ＪＲ京都駅前広場
＜問合せ＞ 福島県観光交流課
　　　　　 024-521-7398

②

ハンサムウーマン
八重と会津博
大河ドラマ館

入場券
ハンサムウーマン
八重と会津博
大河ドラマ館

入場券

ハンサムウーマン八重と会津博
大河ドラマ館

入場券

ハンサムウーマン八重と会津博大河ドラマ館 入場券

ハンサムウーマン八重と会津博大河ドラマ館 入場券

③

関西ふくしま交流フェア「さくらさく、ふくしま。」開催！

フラガール 過去のイベントの様子（京都駅前広場）

入場無料

①

田植え踊り田植え踊り

霊山太鼓霊山太鼓 会津磐梯山踊り会津磐梯山踊り

げんき咲かそう！ ふくしま大交流フェアレポート
　　～ご来場ありがとうございました～

　去る平成24年12月24日、東京国際フォーラムにて「げんき咲かそう！ふくしま大交流フェア」を
開催しました。ふくしまの元気を発信するとともに、「ふるさとふくしま」を届けるイベントとして今
回で６回目の開催。首都圏の方を中心に来場者はなんと１万５千人。オープン前からの長蛇の列に改
めてふくしまへの熱い思いを感じました。

　ステージでは、ふるさとの祭りが再現され、
伊達市の勇壮な「霊山太鼓」、避難先から集
まった浪江町請戸の「田植え踊り」、会津まつ
りのハイライト「会津磐梯山踊り」が披露さ
れると会場が一体となって盛り上がりまし
た。

　その他、復興のシンボル“フラガール“の特別公演や大河ドラ
マを PRする「ふくしま八重隊」のパフォーマンス、合唱王国
ふくしまから県立安積高校合唱部のライブなど、ふくしまの
元気を発信することができました。
　盛りだくさんのフェアの様子はこれからもお伝えしていき
ます。ご期待ください！

　県内外から100の出展があり、ふくしまのＢ級グルメから、
郷土料理、新鮮な野菜やくだもの、工芸品など、ふくしまなら
ではのものを販売展示しました。ブースの前では、懐かしみな
がら会話するお客さんの姿も見受けられ、「ふるさとふくしま」
を少しでも感じて頂
けたのではないで
しょうか。
　また、湯本温泉の
足湯コーナーやウル
トラマンコーナー、
木工クラフトなどの
体験コーナーなど、
子どもから大人まで
ふくしまを丸ごと体
感できるイベントと
なりました。




